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品質保証部　ユニット保証室　ユニット試験係

私都築は、愛知県岡崎市に生まれ学生時代はバスケットボールに
情熱を捧げてきました。今期よりテーマリーダーを拝命。
メンバーを大好きなバスケットボールに当てはめ
パスを繋いで理想のサークルを目指します！

私は昨年子供の誕生と共に育児休暇を取得。
約1年間育児に専念する毎日を過ごし、心身ともに成長し復職。
小嶋工長から助言もいただき、テーマリーダーを志願。
QCサークルを家族に置き換え、大黒柱としてサークルを
引張っていきます！

弊社は愛知県刈谷市に本社をおき、
創業者　豊田佐吉の精神である
「人づくり ものづくり 技術開発」を念頭に
内装部品やフィルター製品などを生産しております。

私の勤務する品質保証部は、刈谷工場の技術棟にあり
「品質に確かな根拠と強い想いを！」をスローガンに掲げ
刈谷工場生産品の信頼性評価を実施。
世界中のお客様に安全で安心な車室空間を提供しております。

私は品質保証部 ユニット保証室 ユニット試験係の吸気チームに
所属しており、エアクリーナ等空気をろ過する製品を担当。
実車での過酷な使用環境を再現した試験を実施し
お客様へ良い製品を提供するため
性能・耐久性を保証しています。

私達は男性4名、新入社員の女性1名で構成されており
ベテランから若手までバランスの取れたサークルです。
QC手法が弱みであり、サークルレベルはCゾーン。
今回の活動で弱みを向上させ、Bゾーン突入を目指します。

1工場紹介 2
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エアフィルタ エアクリーナ
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【刈谷工場の主な生産品】
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セパレータ

スタックマニホールド

イオン交換器

【品質本部スローガン】

『確かな根拠』 『強い想い』品質に と を！

工場紹介

職場紹介 3

エアフィルタ

キャビンエアフィルタ

エアクリーナ

担当製品

担当業務

実車での過酷な使用環境を再現した
試験を実施

走行振動

灼熱

極寒

多塵地走行

振動耐久

HVフィルタ

ダストろ過性能

冷熱サイクル耐久
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サークル紹介

勤続年数
（年）

年齢（歳）

サークル構成 個人別スキル評価

若手

中堅

ベテラン

メンバー：５名
男性：4名
女性：1名（新入社員）
平均年齢：32歳
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作成日:2024年4月22日
作成者：都築

20 40

40

【X軸】 【Y軸】

目標Bゾーン

頑張ります！！
Ｘ
軸

Ｙ
軸

4

テーマリーダー拝命の背景 5

1 year
later   

心身ともに成長！

頑張ります！！
育休中に組織変更で

サークルメンバーが大きく変わる

心機一転

よろしくお願いします

小嶋工長より

育休での学びをQCサークルへ
活かしてほしい

承知しました

QCサークル＝家族に置換え

大黒柱としてサークルを引張る

頑張ろー！

頑張りましょう！

成長した姿を見せるチャンス

テーマリーダー
志願！

育児休暇取得

私（都築）の紹介 6

大好きなバスケに当てはめて

名前：都築 純平
年齢：30歳
勤続：11年

学生時代は 2012年TB入社

愛知県 岡崎市
出身 バスケ一筋

刈谷勤務

猿投勤務

今期より

テーマリーダー拝命

1本とるぞ！

パスを繋いで

理想のサークルを目指す！

頑張ります！

G 後藤

F 柘植

C 黒井

F 正木

G 都築
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どれくらい安定しないのか、実際に供給量を確認します。
砂状の粉体ダストは安定しているのが確認できましたが、
コットンリンタダストは1時間を過ぎた辺りから、図面条件を
下回る結果となりました。
何としても自動化を実現したい！とメンバーの士気が高まります。

取組むにあたり方針を確認。
今年度の室方針を確認すると、試験工数改善率年間5％以上が
掲げられており、改善見込み工数を算出した結果
方針に充分貢献出来ることが確認できました。

メンバーからの困り事を収集し、層別。
マトリックス図法を活用し評価した結果、
ハイブリッドフィルタ　復元性試験の
「ダスト供給が大変」が高得点となったので採用し調査を開始。

ハイブリッドフィルターは駆動用電池の冷却空気を送るダクトに
設置され、座席足元から吸い込まれる車室空気を濾過する役割です。
ハイブリッドフィルターがないと、様々な不具合に繋がり、
これらを防ぐための重要な部品となっております。

復元性試験とは、日常使用で蓄積された埃などをメンテナンス時に
清掃。それらを繰返し行い風圧や風化でダメージを負った
フィルタが車の寿命まで性能を保持するか検証する試験です。
実際は、埃などの蓄積を模擬したダスト供給と清掃を10サイクル
繰返し耐久し、新品と耐久品で性能比較・判定する試験です。

困り事に上がった作業は、1サイクル4分間で20秒に1回
ダストを投入。4分間の中で12回繰返し行い、
その作業を10サイクル連続で行い1つの試験が終了。
その作業を1日に何個も行います。作業者の黒井さんは
非常に疲れるこのダスト手動供給にストレスを感じております。

他試験では、ホッパーという物と供給機を組合せ自動供給が
出来ていますが、復元性試験ではホッパーを使うと安定しない為
手動で供給しています。他の試験との違いはダストです。
他の試験は砂状のダストですが、復元性試験は衣類等の埃を模擬した
繊維状のコットンリンタダストという物になります。

作業工程別に工数をみると、測定工程が76％占めており、その
測定工程の作業別に工数を見ると、今回困り事に上がった
「ダスト手動供給」が31％占めていることが分かりました。
依頼件数も増加傾向を示しており、今期新入社員の教育計画も
組まれているため、改善が急務と考えました。

◎：5点 〇：3点 △：1点

困り事抽出 会合時

テーマ選定 ~困り事の抽出と評価~

了解しました

次回の会合までに困り事を
考えておいて下さい

落錘
試験の、、

クランプ
荷重の、、

7

困り事を出してください

製品説明

HVFとは

HVFがないと

HybridVehicle Battery Filter
（電池防塵フィルタ）

駆動用電池の出力低下防止のため
HVFで埃などを除去した車室内空気を
電池に送り、冷却しているんだ

排気ダクト

ブロワASSY

HV
バッテリセル

吸気ダクト

A視

ブロワに埃が溜まり冷却能力低下

【A視】 埃

セル間の冷却経路に埃が入り込み電池の早期劣化

このように
様々な不具合に
繋がるんだ

HVF

HVF配置図
座席足元拡大図

後部座席

空気取入口
乗客の脚位置
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試験説明

日常での使用 メンテナンス時清掃

復元性試験とは 車室内で蓄積された塵や埃をメンテナンス時に清掃。
風圧や風化でダメージを負ったフィルタが車の寿命まで性能を保持するか検証する試験

清掃(メンテナンス模擬)

P

ダスト供給(日常模擬)

試験のイメージ

10    繰返し作業する(耐久)

耐久後の性能確認

通気抵抗測定 捕捉効率測定

新品と
性能差なし！エア圧よし！

ダストの量
よし！

塵・埃
イメージ

9 現状把握 ~作業内容の調査~

ダスト供給の流れ

ダストをさじで取る 目視で量を調整 供給機へ投入

ダストの
量 ヨシ！

１サンプル完了するまで

２０秒で１回投入

を12回繰り返す

【１サイクル=４ｍｉｎ】

１０サイクル
繰り返し行い
１サンプルが完了

疲れます

時間に追われる 疲労困憊

準
備

片
付
け

測
定

【作業フロー】

10
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し
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業
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現状把握 ~負荷状況と依頼件数推移~

今期新入社員教育予定

教育計画確認
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【年度別 復元性試験依頼件数推移グラフ】
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調査期間：24年4月12日 作成日：24年4月15日
作成者：都築

測定工程

76％
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【作業フロー】
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繰
返
し
作
業

作成日：24年4月15日
作成者：都築

調査期間：24年4月12～14日
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よろしく
お願いします

現状把握 ~他試験との比較~

他の試験では
供給機にホッパーをセットし自動供給が
できる

ホッパー

ホッパーとは

他の試験と復元性試験で何が違うか

粉体ダスト

コットンリンタ
ダスト

他
試
験
用

砂状

繊維状

過去にもトライしたが

安定して
供給できない

拡大写真（×500倍）

拡大写真（×500倍）

Air

底面プレート

ダスト出口 全体

復
元
試
験
用
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現状把握 ~供給状態を確認~

0

0.5

1

1.5

0 50 100 150

0

0.5

1

1.5

0 50 100 150

回転数UP
NG範囲

(図面条件：≧1g/min)

NG範囲

供給量を確認

供給時間

供
給
量

（min）

（ｇ/min）

供給時間

供
給
量

（min）

（ｇ/min）

【粉体ダストとコットンリンタダストの比較】

【コットンリンタダストのモーター回転数による比較】

ホッパーを使って自動化したい

粉体ダスト

コットンリンタダスト

モーター回転数100rpm

モーター回転数80rpm

コットンリンタは徐々に下降

回転数を上げても結果は同じ

作成日：22年5月25日
作成者：後藤

作成日：22年5月25日
作成者：後藤

回転数が低いだけでは？？

なんとしてでも

13 現状把握 ~方針の確認~

方針確認

試験工数改善率：
５％以上／年

24年度室方針

方針もバッチリ

会合時 この問題に取り組むにあたり
室方針を確認しましょう

250.2

100

140

180

220

260

現状 改善見込み

作

業

工

数

方針目標値 ５％

208.2

（min）

17％低減
見込み

作成日：24年5月1２日
作成者：都築
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ダストが圧縮しないようにするを目的に
系統マトリックス図法で対策案を立案・評価した結果
「回転羽で攪拌」が高評価となったので採用。

まずは羽を動かすための動力を検討します。
ホッパー下のプレートを回転させている動力を利用できないかと
提案があり検討した結果、効果・実現性・コストの面で
高評価となったため採用しました。

ここで目標を、42分/個 掛かっているダスト手動供給作業を
8月31日までに0分にするとしました。
活動期間は6カ月。
若手を主担当にし先輩がサポートするよう計画。
若手の力量向上を図りました。

ダスト供給が安定しないを特性に、特性要因図を用い解析した結果
「ダストが圧縮されている」が主要因となりました。

主要因の検証に向け、本事象に対する仮説を立てました。
繊維状のダストが駆動振動や自重により下層部が圧縮され
ダストの繊維が絡まって塊状になることで、
供給されにくくなるのではないか、、実際に検証していきます。

まずは、ダストの圧縮具合を調査します。
プッシュプルゲージという計測器を使用しダストの上層から下層に
渡り一定速度で針を刺し、荷重の変化を確認しました。
結果は仮説のとおり、下層部の荷重値が高くなり
圧縮されていることが判明しました。

次に供給量が再現するか確認しました。
ダストの上に重りを載せ圧縮した状態と棒でかき混ぜ解した
非圧縮状態で供給量が再現するか調査します。
圧縮状態では供給量が減り、非圧縮状態では増加。
ダストの供給量増減を再現しました。

三現主義でダスト供給のメカニズムを証明。
ダストが圧縮されているを真因と断定しました。

目標設定と活動計画

計画： 実績：活動計画・実績

目標設定

若手主体で
先輩がサポート

42min

0

10

20

30

40

50

現在 8月31日

０min

サポートします

作
業
工
数

（min）

15 要因解析

作成日：6月6~10日
参加者：5名（1票/人）
作成者：正木

ダ
ス
ト
供
給
量
が
安
定
し
な
い

作業方法

環境

ホッパー

ダスト

     の中に均一に
    が入っていない

    の入った     を
試験室に保管している

かき混ぜる
機構がない

湿気を
帯びている

作業要領書に
    量の指示がない

    が押し出されず溝に残る

       に
    がつまりやすい

    の密度が高い

    同士が
絡まっている

綿状だから

    同士が
絡まっている

     に    を
入れてから放置している

正しい管理が
出来ていない

保管   がない

材質が繊維

最適な周波数が
わかっていない

       の
内径が小さい

     出口で    が
つまってしまう

    がふわふわ

運搬テーブル
から滑る

周波数によって
供給量が変わる

    が纏まって
落ちる

     内に
空洞ができる

自重だけでは落ちてこないダスト同士が絡む

かき混ぜる
機構がない

正しい管理が
出来ていない

隙間が多い

凸部がない

溝の深さが
合っていない

元の   を
削っただけだから

    が湿気を帯
びている

    が入った状態で
試験場に置いている

日による環境化
が違う

厳密に試験環境を
      できない

保管   がない    がない

図面指示が
曖昧

客先との
取り交し

繊維のため
結合する

溝に上手く    が
落ちてこない

ダストが圧縮
されている

    の重さ
が軽い
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要因解析 ~主要因の検証に向けて~

ダストの圧縮によって
こんな状態になってるん

じゃないかな
自重

繊維が塊状に

なって溝に
落ちにくく
なってるんじゃ

ダストと溝の関係 【非圧縮状態】

【圧縮状態】

圧縮

駆動振動と自重で
下層部が圧縮されるん
じゃないかな？

このダストは
衣類などの繊維を
模擬したダストだったよね

17

ヨシ！実際に検証してみよう！！

要因検証① ~圧縮具合を調査~

上層

下層

調査方法

中層

プッシュプルゲージを使用し、ダスト上層から下層に渡り
針を刺した時、圧縮荷重がどのように変化するかを調査

＜想定＞
ダストは振動と自重によって圧縮されており下層に
行くにつれ荷重値が上がる

0

0.5

1

1.5

2

上層 中層 下層

最大値 最小値 平均値
作成日：24年６月22日
作成者：正木

ｎ ＝1５

（N）

圧

縮

荷

重

【層別の圧縮荷重グラフ】

ダストの圧縮具合を調査

18

要因検証まとめ

P

現場で確認しよう

ダスト供給のメカニズム
がわかりました！！

20

期待効果 実現性 安全性 コスト 点数 順位

自動かき混ぜ棒で攪拌 ◎ 〇 〇 △ 12 2

エアー吹き付け 〇 〇 〇 〇 12 2

回転羽で攪拌 ◎ ◎ 〇 ◎ 18 1

振動機を設置 △ △ 〇 △ 6 4

対策立案

ダストが
圧縮して
いる

ダストが
圧縮しない
ようにする

ダストを
ほぐす

ダストを
揺する

ダストを
ほぐす

真因 目的

一次手段

二次手段

実施日：24年７月１３日
実施者：メンバー全員
場 所：多目的ルーム
作成日：22年７月１３日
作成者：正木

◎：５点 〇：３点 △：１点

期待効果 大いに効果がある 効果がある あまり効果がない

実現性 0.5カ月以内にできる １カ月以内にできる ２カ月以上掛かる

安全性 RAレベルⅠ RAレベルⅡ RAレベルⅢ

コスト コスト０でできる 自部署予算でできる 予算申請が必要

イメージをもとに
具体的に考えて行こう

採点精度をあげるため
評価基準を明確にして
採点しましょう！！

21 対策案の検討 ~動力について~

まずは羽を動かすための
動力を検討しましょう

動力を検討

ホッパー下部のダストを運ぶ
プレートを回す動力を
利用してみたら？

【上面視】 【側面視】

M

期待効果

実現性

コスト

ナットを流用できれば
追加工も必要なくなり

【下部プレート】

ナットで固定しているぞ

実物写真

22

要因検証② ~供給量再現調査~

供給量が再現するか調査

調査方法 ①.ダストの上に重りを載せ、圧縮した状態を模擬
②.ダストをかき混ぜ、ほぐれた状態を模擬
それぞれ実施し、供給量が再現するかを調査

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

0 60 120 180

【①.ダスト圧縮】

【②.ダストかき混ぜ】

NG範囲
(図面条件：≧1g/min)

ダスト圧縮 ダストかき混ぜ
１回目

ダストかき混ぜ
２回目

【ダスト供給量グラフ】

ダ
ス
ト
供
給
量

（ｇ/min）

作成日：24年７月６日
作成者：正木

（min）

やっぱり、圧縮とかき混ぜ
で変化するんだ

圧縮

非圧縮
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標準化と管理の定着は、5W1Hでまとめて
取り決め、メンバーｎ教育を行い管理を定着させて歯止めとしまし
た。
また、関係部署へも横展開しました。

サークルの弱みだったQC手法が大きく向上。
メンバー全員が成長を感じれる活動となりました。
サークルレベルは、目標のBゾーンへ僅か1歩届かず、、、
次回のテーマでは、弱みをさらに向上させて
確実にBゾーンを狙っていきます。

次に羽の形状を検討します。
ホッパー内の上部・下部・全域を攪拌する3タイプを設計。
材質はメンバーで話し合い4案の中からマトリックス図法にて
評価した結果、アルミに決定。
早速設計した3タイプを作製していきます。

材料は廃材を利用。
カットから曲げ加工まで全て自分達の手で実施し
回転羽3パターンの完成です。

実際に3パターン使用してそれぞれの性能を比較します。
全ての方で図面条件をクリア。
その中でも、バラツキが少なく供給量が安定している
「下部攪拌型」を採用しました。

使用後の羽を確認すると、回転時の摩擦により発生した静電気で
羽とダストが引っ付いてしまう現象が発生したため、対策を検討。
ダストを付着させないを目的に系統マトリックス図法を用い
立案・評価した結果、「帯電防止剤を塗る」が高評価となり採用。

羽に帯電防止塗料を塗り、ホッパーに組付けトライした結果
見事、静電気によるダストの付着は見られず成功。
回転羽の完成です。

手動により発生していたダスト供給作業42分が
自動化できたことにより0分となり目標達成です。
また室方針達成にも貢献でき、メンバーの困り事を解消。
目指していた姿で新入社員へ教育を開始しました。

対策案の検討 ~羽形状について~

次は羽の形状を
検討しましょう

羽の形状を検討 取付部に合わせ設計

実現性 加工方法 コスト 点数 順位

鉄 〇 〇 ◎ 11 2

アクリル ◎ △ 〇 9 3

ステンレス △ △ △ 3 4

アルミ ◎ ◎ ◎ 15 1

次は材質を
検討しましょう

材質を検討 ◎：5点 〇：3点 △：1点

作成日：22年７月20日
作成者：正木

23 対策の実施

上部攪拌型 下部攪拌型 全域攪拌型

①材料確保 ②材料カット ③穴あけ加工 ④面取り加工 ⑤曲げ加工

24

対策の実施 ~回転羽の性能確認~

上部攪拌型 下部攪拌型 全域攪拌型

1.0

2.0

3.0

0 50 100 150【ダスト供給量グラフ】

ダ
ス
ト
供
給
量

（ｇ/min）

（min）

NG線

実施日：7月25~26日
作成日：7月26日
作成者：都築

全型図面条件クリア！

その中でも下部攪拌型が

一番安定している！

25 対策の実施 ~使用後の状態確認~

使用後の羽を確認すると

しかも、払っても
中々取れないよ

昔、下敷きで遊んだ

静電気の原理と一緒じゃ？

静電気について

検討しましょう

大量のダストが
付着しているぞ

ダ
ス
ト
を
付
着
さ
せ
な
い

静電気を
逃がす

静電気を発
生させない

静電気を
逃がす

作成日：24年７月27日
作成者：都築◎：5点 〇：3点 △：1点

摩擦

ゴシゴシ

期待効果 実現性 安全性 コスト 点数 順位

接地する（アース） ◎ 〇 ◎ ◎ 18 2

帯電防止塗料を塗る ◎ ◎ ◎ ◎ 20 1

加湿する ◎ △ ◎ △ 12 3

ゴシゴシ

目的 一次手段 二次手段

そういえば
昔、、、

26

付着する原因は

静電気だとして対策は？

対策の実施 ~静電気対策~

羽に塗装 ホッパーに組付けトライ 羽へのダスト付着確認

静電気による

ダストの付着は
みられません！

成功です！！

回転羽組付け状態回転羽単体

27

回転羽の
完成！！

効果の確認

42min

0

10

20

30

40

50

活動前 活動後

０min

作

業

工

数

（min）

やりました！！

250.2

100

140

180

220

260

対策前 対策後

作

業

工

数

方針目標値 ５％

208.2

（min） 作成日：24年9月２日
作成者：都築

【復元性試験作業工数グラフ】

P

17％低減

室方針にも貢献

28

改訂後要領書

標準と管理の定着

項目
なぜ

（Why）

何を

（What）

いつ

（When）

どこで

（Where）

誰が

（Who）

どうする

（How）

異常

再発防止

復元性試験

実施要領

９月末日

までに
執務室 職制

作業要領書の

改訂

まぜまぜ君の

保全

メンテナンス

要領

９月末日

までに
執務室 職制

作業要領書の

制定

標準作業の

遵守
遵守状況 １回／月 実験室 職制

チェックシートで

確認

標準作業の

遵守

復元性試験

実施要領
１０月から 実験室 職制

作業要領書を

基に教育

わかりました！

作業要領書の改訂は
このようになります 関係部署へ横展開

29

是非使って
下さい

活動後のサークルレベル

個人別スキル評価
5点 4点 3点 2点 1点

作成日:24年4月22日
更新日:24年9月 6日

作成者：都築

サークル能力

【X軸】 【Y軸】

サークルレベル

Ｘ
軸
Ｙ
軸

Ｘ
軸

Ｙ
軸
3.3点

【活動前】

【活動後】

2.8点
ヨッシャ！！

わずかにBゾーン届かず

次こそやってやる！
悔し~！！

30


